
賢治はチェロが弾きたかった…
30才で手に入れ、3日間の指導を受け、後は我流で練習しまし

た。しかしいつまでたっても「ベーベーブーブー、ギインギイ

ン」としか聴こえなかったそうです。

『セロ弾きのゴーシュ』は、主人公のゴーシュが、猫・カッコ『セロ弾きのゴーシュ』は、主人公のゴーシュが、猫・カッコ

ウ・子狸・野ネズミたちとの夜ごとの交流で、わずか10日で見

事な弾き手に成長するお話。37才で亡くなった賢治は、自分の

果たせなかった夢をこの物語に託したのに違いありません。

宮沢賢治作

セロ弾きのゴーシュ
朗読とチェロ

土 16時30分開演（16時00分開場 ）8/8

朗読作品

宮沢賢治 「セロ弾きのゴーシュ」
峠三吉『原爆詩集』より「序」「仮繃帯所にて」他

チェロソロ演奏

パブロ・カザルス「鳥の歌」
J.S.バッハ 無伴奏チェロ組曲 第3番より「ブーレ」

SBS静岡放送のアナウンサーを経てフリーランスに。

NHKラジオ第一、J-WAVEで主にニュース番組を担当。

NHKでは24年間声の出演を続けた。現在は、東京国際

大学「ナレーション演習」非常勤講師、BS日テレの科

学番組「ガリレオX」のナレーション、ステージ･式典

の司会などを務める。櫻田亨氏YouTubeチャンネル

『おやすみリュート』に朗読で出演中。越谷「アーテ

ィストとホールの共同企画」メンバー。早稲田大学教

育学部卒。HP　http://kousakamayumi.com

東京日本橋生まれ、春日部市で育つ。東京音楽大学付

属高校、東京音楽大学卒業。ハンガリー国立フラン

ツ・リスト音楽院修了。東京音大在学中に特待生奨学

金を受ける。チェロを故佐藤輝夫、花崎薫、堀了介、

三森未來子、ラースロー・メズー、チャバ・オンツァ

イ、室内楽をバルトーク弦楽四重奏団の各氏に師事。

春日部市主催の「平和コンサート」を企画。2026年も11

月に公演予定。2015年より代々木上原でソロリサイタル

を開催。

フリーアナウンサー 向坂 真弓 チェリスト 横山 二葉

写真出典：国立国会図書館「近代日本人の肖像」

主催：宮沢賢治を読む会
後援：春日部市・春日部市教育委員会
協力：匠大塚株式会社

会場：匠サローネ（匠大塚春日部本店1F）
入場料：1500円（1ドリンク付）
申し込み・問い合わせ：048-761-5626

会場アクセス
所在地：春日部市粕壁東2-5-1
春日部駅東口より徒歩 7分


